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平成 28年度八戸工業大学 

英語学習リスタート支援「英語コミュニケーション・スキルアップ」集中講座 

報告書 

 

 

1. 取組の目的 

八戸工業大学・教育再生加速プログラム(AP)では、平成 27 年度事業において、大学の教育目標の属

性としての修得因子を 20 個定義し、平成 27 年度前期学期末達成度評価アンケートを実施し、教育改

善を進めるための学修成果の可視化を行った。その結果、修得因子の一つである「外国語コミュニケ

ーション・スキル」の達成度は、4 年前期で 35.7（満点は 100）であり、達成感を有する学生の割合

も 33.3％という注視すべきデータを得た。これを改善するための手段を探るべく、基礎教育研究セン

ターの斎藤明宏講師と連携し、平成 27 年度 AP 事業の中で「英語コミュニケーション・スキル達成度

評価に関わる集中講座」を試行、参加学生より好評価を得た。平成 28 年度では、学務部が、学長より

平成 28 年度教育改革支援助成を受けることができ、当該補助事業の一環として平成 28 年度八戸工業

大学英語学習リスタート支援「英語コミュニケーション・スキルアップ」集中講座を実施した。 

 

2. 取組の内容 

平成 28 年度夏休み後に講座を設定した。基礎教育研究センターの斎藤(明)講師が平成 27 年度に選定

した外部講師（Coco 塾、本学非常勤講師 Morris 先生, Thomas 先生）に講師業務を依頼し、管財課

が非常勤外の講師業務を委託した。学生への周知徹底は昨年と同様に行い、2016.7.29 開催の第 8 回

教務委員会にて阿波次長より学科学生への情報共有依頼があった。 

 

3. 実施報告 

9 名の学生が参加意志を表明した。出口調査を行った結果（資料 1、２）を実施報告として添える。 

 

 

 

 

 

 



資料 1 

2016.10.21 

平成 28年度八戸工業大学 

英語学習リスタート支援「英語コミュニケーション・スキルアップ」集中講座 

に関するアンケート集計結果 

 

基礎教育研究センター 斎藤（明）・ 

AP 事業推進室 

 

参加者に対し、出口調査を行った結果を報告する。 

設問 1 では平成 27 年度受講生歴の有無を問い掛けた。平成 27 年度受講生は Part1 が 18 名、Part２が

12 名であり、4 年生は Part1 に 1 名だけいた。平成 28 年度は Part1,2 を合体させ Part 区分を無くし、9

名の参加者を得た。この中で平成 27 年度受講生歴のある者は 66.7％、ない者は 33.3％であった。卒業し

た 4 年生分を考慮に入れても平成 28 年度受講生は平成 27 年度受講生数を下回っていることが分る。開催

時期を試験直後の 2 月から夏休み明けの 9 月としたが、このことが参加者減の要因の一角を占めている可

能性は否定できない。正課教育とは異なり、正課外教育を行う場合、正課の授業日程から外れないように

講座設計することが大切と考える。 

設問 2 では、平成 28 年前期達成度評価アンケートにおける「外国語コミュニケーション・スキル」達成

度に入力した内容を問い掛けている。スキルが身に付いているという達成感のある学生が、講座履修学生

の 8 割、達成感のない学生が 2 割いた。 

設問 3 では、集中講座の効果を問い掛けている。参加学生全員、この集中講座に参加することによって外

国語コミュニケーション・スキルは向上したと考えている。 

設問 4 では、集中講座の印象を問い掛けている。参加学生全員、「この集中講座に参加し良かった。」、「英

語コミュニケーション・スキルを磨くことは自分にとって重要だと思う。」、「参加者の人数は適正であっ

た。」、「将来、このような学習機会があれば参加したい。」と回答している。また、参加者の 88.9％は TOEIC

受験に前向きであり、「参加型の集中講座で良かった。」、「native speaker とのコミュニケーション機会を

増やし、英語コミュニケーション・スキルを体得したい。」、「集中講座では、難しい英単語を知らなくても

英語コミュニケーションを楽しめることがわかった。」と回答している。 

設問 4 の選択肢 28：「将来、条件を整え、海外勤務に当たりたいと考える。」を選んだ学生が 22.2％いる。

参加者全員が、将来、このような学習機会があれば参加したいと回答しているが、この 22.2％の学生への

教育的配慮を考えると、より多くの学習機会の提供ができることが望まれる。 

平成 27、28 年度の正課外教育実践を通じ、動機付けのできている学生への仕掛けの在り方が僅かに見え

てきたようにも思える。 

 



1. 前回（平成 28 年 2 月上旬）に実施された英語集中講座に参加されましたか？ 

選択肢 はい いいえ 

選択者数 6 3 

割合 66.7 33.3 

 

2. 平成 28 年度前期学期末達成度評価アンケートの設問 8.「今後社会で活躍するために必要な外国語の文

書が読解できる力、外国語でコミュニケーションできる力（外国語コミュニケーション・スキル）を身に

つけていると思いますか。」では、以下のどれを選択しましたか。(1 つだけ選択し、選択欄に○印) 

選択肢 かなりそう

思う 

そう思う どちらかと

いうとそう

思う 

どちらかと

いうとそう

思わない 

余りそう思

わない 

そう思わな

い 

選択者数 1 3 3 0 1 1 

割合 78 22 

 

 

3. この集中講座に参加することによって外国語コミュニケーション・スキルは向上したと思いますか。(1

つだけ選択し、選択欄に○印) 

選択肢 かなりそう

思う 

そう思う どちらかと

いうとそう

思う 

どちらかと

いうとそう

思わない 

余りそう思

わない 

そう思わな

い 

選択者数 1 7 1 0 0 0 

割合 100 0 

 

4. 下記から該当する項目を選択して下さい（複数回答可）。 

 質問 人数 割合 

1 この集中講座に参加し良かった。 9 100 

2 この集中講座は、余り役にたたなかった。 0 0 

3 これまで英語が不得手であったが、この集中講座は改善のきっかけになりそ

うだ。 

4 44.4 

4 これまで英語が不得手であったが、この集中講座で改善のきっかけはつかめ

なかった。 

2 22.2 

5 これまで英語が得意であったが、この集中講座でさらに成長できそうなきっ

かけをつかめた。 

3 33.3 

6 これまで英語が得意であったが、この集中講座ではさらに成長できそうなき

っかけはつかめなかった。 

0 0 



7 英語コミュニケーション・スキルを磨くことは自分にとって重要だと思う。 9 100 

8 英語コミュニケーションは好きである。 5 55.6 

9 参加型の集中講座で良かった。  8 88.9 

10 講師は、学生のレベルに応じ、わからないことをわかりやすく説明してくれ

た。 

6 66.7 

11 講師は、学生のレベルとは無関係に集中講座を進めた。 0 0 

12 講師が準備した話題は、身近な内容であり、理解しやすかった。 7 77.8 

13 講師は、学生の関心とは無関係に集中講座を進めた。 0 0 

14 講師の指導は、学習方法を見直す上で有益であった。 5 55.6 

15 他の参加者の発言は、学習方法を見直す上で有益であった。 6 66.7 

16 native speaker とのコミュニケーションには抵抗感があったが、この集中

講座で抵抗感は払拭された。 

1 11.1 

17 native speaker とのコミュニケーション機会を増やし、英語コミュニケー

ション・スキルを体得したい。 

 8 88.9 

18 TOEIC は受験したことはないが、受験したいと考えている。 2 22.2 

19 TOEIC は受験したことがあるが、また受験したいと考えている。 7 77.8 

20 TOEIC は受験したことがあるが、強制されない限り受験は無用と考えてい

る。 

0 0 

21 可能であれば、個別指導の学習機会を得たい。 4 44.4 

22 参加者の人数は適正であった。 9 100 

23 参加者の人数は多すぎると感じた。 0 0 

24 集中講座では、難しい英単語を知らなくても英語コミュニケーションを楽し

めることがわかった。 

8 88.9 

25 集中講座では、難しい英単語を知らないと英語コミュニケーションを楽しめ

ないことがわかった。 

0 10 

26 将来、このような学習機会があれば参加したい。 9 100 

27 将来、条件を整え、海外に旅行したいと考える。 4 44.4 

28 将来、条件を整え、海外勤務に当たりたいと考える。 2 22.2 

 合計 134  

 

 



 



 

5.  その他に何かありましたら下記に記入して下さい。 

記入者 

整理番号 

記載事項 

1 他の人が話しているのを聞いているだけでも勉強になると思います。 

今後も出来るだけ参加したいとは考えています。 

2 楽しい時間だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料２ 

 

～講座風景～ 

 


